
 

 

19世紀後半から 20世紀末までの 

ロシアと日本の文学作品における発話表現の比較 

北上 光志 

（ことばの科学研究センター 研究センター員・外国語学部教授） 
前回（2021 年 10 月 20 日）の研究発表では、19 世紀から 20 世紀に書かれたロシアの文学作品に

おける動詞と分詞のアスペクトに関するテクスト言語学的特徴を直接話法構文との位置的関係から通

時的に明らかにした。このことに関連して、今回はロシアと日本の文学作品における発話表現（「登場人

物の発話文」と「地の文」の組み合わせパターン）を比較し、両言語の違いとその原因を考察する。従来

の研究では、こういった点がまだ明確にされていない。 

19 世紀後半から 20 世紀末までのロシアと日本の小説を分析する。日本は明治に入り西洋の小説が

大量に翻訳され、日本の小説が西洋式の書き方をするようになった。これによって、19 世紀後半以降の

ロシアと日本の小説の発話表現を同一基準で比較することが可能である。両国を代表する作家たちの

作品における発話表現（日本語 72 作品の 12,598 例とロシア語 30 作品の 14,528 例）を分析した。 

分析した小説で用いられている「登場人物の発話文」と「地の文」の組み合わせは４パターンであった：

➀「地の文」＋「登場人物の発話文」＋「地の文」、➁「登場人物の発話文」＋「地の文」、➂「地の文」

＋「登場人物の発話文」、➃「登場人物の発話文」＋「地の文」＋「登場人物の発話文」。この４パター

ンの使用頻度をロシア語と日本語の小説で比較すると、ロシア語は➁と➃の使用頻度が高く、一方、日

本語は➀と➁の使用頻度が高い。両言語とも➁のパターンは共通しているので、決定的な違いは、ロシ

ア語の➃のパターンの多さと日本語の➀のパターンの多さである。 

4 つのパターンを「作者のことば」と「登場人物のことば」の関係からみると、➀は「作者のことば」が「登場

人物のことば」を包み込んでいるので「作者のことば」の要因が強い。一方、➃は「登場人物のことば」が

「作者のことば」を包み込んでいるので「登場人物のことば」の要因が強い。➁と➂は「作者のことば」と「登

場人物のことば」に対して中立である。このように考えると、日本の小説の発話表現は「作者のことば」の

影響下にあり、ロシアの小説の発話表現は「登場人物のことば」の影響下にあると言える。発表では、こ

れらの違いをロシアと日本における小説と演劇の歴史的関りから解き明かす。 

アスペクトに関するテクスト研究は単語の意味に基づく分析方法が中心であり、あいまいな点

が多い。本発表では客観的に形に現れた分析基準を提案して、ロシア語で書かれた 19 世紀

から 20世紀の文学作品で用いられている動詞と副動詞を分析し、アスペクトの使い分けが時

代とともにどのように変化してきたかを明らかにする。 

小説の中で発話文が出てくるところは物語の山場になる頻度が高く、また言語学的に「前景

(foreground)」の要因を多く持つ (Kitajo (2015 他))。このことに関連し、本発表は「発話文から

の距離」を基準にして、動詞と副動詞のアスペクト（完了体、不完了体）分布が、前景とどのよ

うな位置関係になっているかを分析する。発話文からの距離を 3 つ（a）直接話法構文、b）直

接話法構文の直前直後文、c）直接話法構文から 2文以上離れた文）に分け、a）と b）が「前

景に近い位置」、c）が「前景から遠い位置」と規定する。この 3 区分で用いられている動詞と副

動詞の使用頻度をアスペクトの違い（完了体、不完了体）を考慮しながらカウントすることによ

り、200 年間に書かれた小説をぶれることなく分析することができる。 

分析資料は、19世紀から 20 世紀を 50 年ごとに 4 区分し、時代を代表する 16人の作家

の作品で使用されたすべての動詞と副動詞を分析する。分析した動詞は総数 34503 例（完

了体：19179 例、不完了体：15324 例）、副動詞は総数 6870 例（完了体：2640例、不完了

体：4230例）である。分析した結果をもとに、これまで明らかにされていなかったテクスト機能面

でのアスペクトの歴史的変動の全貌を時代背景も踏まえてダイナミックに解明する。 
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9月 28 日（水曜日） 

15時 00分開始 17時 00分終了 

第二研究室棟会議室 ・ Teams によるオンライン開催 

オンラインによる参加の場合のみ、下記へメールでお伝えください。 

center-lg-studies@cc.kyoto-su.ac.jp （ことばの科学研究センター） 


